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棚
底
地
区
も
年
々
高
齢
化
率
が
高
く

な
り
、
６
５
歳
以
上
の
方
が
８
月
末
現
在

４
９
８
人
（
４
４
、
６
％
）
と
な
っ
た
。
天

草
市
で
最
高
齢
の
古
野
ツ
ル
ヱ
さ
ん
を

筆
頭
に
１
０
０
歳
代
が
３
人
、
９
０
歳
代

が
４
０
人
と
棚
底
全
体
の
３
、
８
％
が
９

０
歳
以
上
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
今
年
の

棚
底
地
区
敬
老
会
を
９
月
１
０
日
（
日
）

多
目
的
研
修
集
会
施
設
で
開
催
し
た
。
 

 
当
日
は
、
７
０
歳
以
上
３
８
７
名
に
ご

案
内
を
出
し
、
１
６
７
名
の
方
に
ご
出
席

頂
い
た
。
ま
た
、
昭
和
４
２
年
に
結
婚
さ

れ
目
出
度
く
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
４

組
の
う
ち
３
組
の
ご
夫
婦
に
ご
臨
席

賜
っ
た
。
 

 
式
典
で
は
、
ま
ず
初
め
に
熊
日
金
婚
夫

婦
へ
の
表
彰
状
伝
達
式
が
あ
り
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
稲
田
五
十
四
様
よ
り
謝
辞

が
あ
っ
た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝

辞
と
続
き
、
倉
岳
小
学
校
の
児
童
２
名
か

ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
感

謝
の
言
葉
を
綴
っ
た
作
文
朗
読
が
あ
っ

た
。
最
後
に
蛭
子
本
老
人
会
長
か
ら
謝
辞

が
あ
り
式
典
の
部
が
終
了
と
な
っ
た
。
 

 
演
芸
の
部
は
、
倉
中
文
化
部
の
吹
奏
楽

の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
混
成
ア
ン
サ
ン
ブ

 

金
婚
式
受
賞
者
は
４
組
 

古野ツルヱ 

竹本  セヨ 

荒平 重敏 

海老本アサエ 

堀田 顕義 

 １１０歳 

 １０２歳 

 １０１歳  

  ９８歳 

  ９８歳 

愛愛園 

棚底４区 

はまかぜ 

棚底５区 

棚底４区 

稲田   保 棚底２区   ９７歳 

堀田 キミ子 棚底４区   ９６歳 

 田口 チヅエ 

永畑 タツエ 

田上 フミコ 

棚底１区   ９５歳 

 愛愛園   ９４歳 

 愛愛園   ９４歳 

ル

t

u

t

t

i

さ
ん
の
合
唱
、
敬
老
会

出
席
者
全
員
で
故
郷
を
合
唱
し
て
昼
食

休
憩
と
な
っ
た
。
 

 
お
腹
も
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
た
処
で
、
各

地
区
か
ら
選
ば
れ
た
芸
達
者
な
皆
さ
ん

に
よ
る
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
、
演
奏
が
披
露

さ
れ
た
。
中
で
も
、
倉
岳
駐
在
官
國
武
さ

ん
の
江
南
ス
タ
イ
ル
は
、
舞
台
と
こ
ろ
狭

し
と
躍
動
し
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て
頂
い

た
。
ま
た
、
三
味
線
ブ
ギ
ウ
ギ
や
二
人
羽

織
も
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
余
芸
で
賑
わ
っ
た
。

出
演
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
楽
し
い

敬
老
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
き
た
。
 

↓
普
段
は
謹
厳
な
駐

在
官
、
ギ
ャ
ッ
プ
が

大
受
け
の
江
南
（
カ

ン
ナ
ム
）
ス
タ
イ
ル
 

４区 稲田さんご夫婦 

１区 稲津さんご夫婦 

５区 蛭子本さんご夫婦 勝手が違う？『二人羽織』＝健康福祉部会員 



　人口動静
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棚　底

８月末 ７月末

692(0)

世　帯　数 人　　口

1,114(+1)

合　計 1,231 1,231(0)

宮　田 460

482

289浦 289(0)

７月末 ８月末

692

2,862 2,863(+1)

482(0) 1,113

1,057460(0) 1,057(0)

主な行事予定 

           １０月 ６日（金）地域検診（棚底地区）     １０月   ８日（日 ）町民体育祭       １０月１５ 日(日）棚底諏訪神社例大祭                      １０月２５日（水）市民ふれあい座談会                        （予定のため変更になる場合あり）          

 
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
自

然
災
害
は
、
ど
こ
で
も
起
き
る
得
る

可
能
性
が
あ
り
、
日
頃
か
ら
備
え
て

お
く
こ
と
が
大
事
だ
。
 

 
天
草
市
で
は
、
９
月
３
日
（
日
）
一

斉
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
棚
底
地

区
は
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
各

分
館
ご
と
に
避
難
場
所
を
指
定
し
、

訓
練
を
行
っ
た
。
 

 
１
区
と
５
区
は
、
合
同
で
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
避
難
場
所
と
し
て
１

５
０
人
余
り
が
車
や
徒
歩
で
移
動
し
、

避
難
経
路
や
所
要
時
間
な
ど
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
到
着
後
は
参
加
者
全
員

で
、
災
害
用
の

D

V

D

を
鑑
賞
し
た
。

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
映
像
で
、
豪
雨
、
土

砂
災
害
な
ど
に
よ
る
災
害
の
怖
さ
を

改
め
て
実
感
し
た
。
 

 
そ
の
外
の
地
区
も
そ
れ
ぞ
れ
多
く

の
住
民
が
自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
安
全
・
迅
速
に
避
難
す
る
訓
練

に
参
加
し
て
い
た
。
 

 

 棚底には、歴史的に貴重な
文化財や遺跡が多く点在し、
学術的にも大変貴重なものも
あります。それらをＰＲし、観光
に活かすべきガイドが不足して
いるのを憂い、木村公民館長
が立ち上がり「ボランティア養
成講座」を開講しました。全６
回実施します。 

↑車イスの要援護者を支援する援助者ら 

↓ＤＶＤを真剣に鑑賞する参加者たち 

▲到着後、所要時間、チェックシート記入 

と
き
十
一
月
十
二
日
（
日
）
 

 
 
午
前
８
時
３
０
分

 

場
所
倉
岳
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

内
容
倉
小
～
倉
岳
山
頂

 

 
 
Ａ
コ
ー
ス
（
車
道
８
、
５

K
）
 

 
 
初
心
者
向
き

 

 
 
Ｂ
コ
ー
ス
（
山
道
４
、
５

K
）
 

 
 
険
し
い
自
然
登
山
道

 

参
加
料

 

 
 
一
般

１
０
０
０
円

 

 
 
高
校
生
以
下

 

 
 
 
 
 
５
０
０
円

 

定
員
３
５
０
人
（
先
着
順
）
 

倉
岳
ウ
ォ
ー
ク
も
近
年
は
、
６

０
歳
以
上
の
参
加
者
が
増
加
の

一
途
で
す
。
中
で
も
女
性
が
多

い
の
が
特
筆
す
べ
き
現
象
で
、

そ
ん
な
参
加
者
た
ち
か
ら
毎
回

要
望
が
多
い
の
が
『
地
域
の
特

産
物
』
を
販
売
を
し
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
農

産
物
や
加
工
品
な
ど
地
域
の
特

産
物
を
販
売
し
て
頂
く
方
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
棚
底
地

区
コ
ミ
セ
ン
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。
 
（
６
４
ー
３
６
６
４
）
 

▲ 開講式で挨拶される木村館長 ▲ 講演＝天草宝島案内人の会 金澤会長 


